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プロローグ 

 

 本書は、文字通り、「国民のための戦史教科書」をめざしたもので

ある。明治・大正の昔、お祖父さんは、囲炉裏にあたりながら、従

軍した日清・日露の戦いを孫達に語ったものである。これは、ただ

一国、日本という反戦思想が蔓延する異常な国を除いて、今も世界

の民族では常識である。 

祖父は、そして、父は、子に孫に、民族の英雄物語を、自慢話と

して語るものである。本書が、民族の英雄物語を語るための教科書

となれば幸いである。 

 

■戦争は民族の栄光であり、同時に、苦難である。 

戦争はみずから欲して起きるものではない。国家が危機に陥った時、

政治の手段として戦争は勃発する。祖国を守るために、男も女も、

老いも若きも、銃をとって立ち上がる。 

 ゆえに、戦争は民族の雄々しき戦いの記録であり、英雄物語とな

る。戦史とは、祖国を守るために、一身を投げ出した英雄達の獅子

奮迅の戦いの記録である。 

 

■戦争は民族の活力を高める。 

明治以来の日本人が偉大だったのは、戦争を受けて立つ民族だった

からである。戦後日本を経済大国にしたのは、あの大東亜戦争を戦

った明治・大正人であった。同一条件ならば世界最強の軍隊であり

兵隊だった。 

すなわち、世界最強の競争力をもっていた。戦争を知らない世代、

そして、戦争を忌避する日本人が増えるとともに、日本は急速に競

争力を喪失していった。平和とは「無競争」と同義語である。天敵

がいないために、飛ぶ能力を退化させた鳥と同じである。 

 

■戦争は民族をそして個人をきびしく鍛える。 

戦争は民族と個人を強い人間にする。戦争が強い国家を作りあげる。 

明治以来の日本を世界の大国とした源泉は戦争である。戦争を通じ

て日本民族は、世界に冠たる民族となった。これは良いも悪いもな

い。世界史の事実である。 

すなわち、戦争によって、ローマ帝国は世界帝国となった。戦争
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によって大英帝国は世界の七つの海を支配した。戦争によって、ア

メリカは、超大国となった。皮肉だが、アメリカを世界一の超大国

にしたのは日本である。アメリカ人は、大東亜戦争を通じて、日本

人によってきびしく鍛えられたのだ。臆病なアメリカ兵を鍛えて、

無敵の米海兵隊をつくりあげたのは、対戦した我が父祖たちの無敵

皇軍である。日本人よ、胸をはれといいたい。 

シナ中国は、戦争に弱かったゆえに、世界列強の侵略を受けた。

今、日本はシナ中国と同じ轍を踏もうとしている。戦争を忌避し、

反戦思想が蔓延する日本は、今、国家としての沒落の危機にある。 

戦争は悪でもなく善でもない。戦争は人類の宿痾として、そして、

政治の手段として、永久になくならない。人類があるかぎり、戦争

は起こり続けるだろう。 

 

■なぜ、戦史を研究するのか。 

戦略能力の学習のためである。戦略能力がないゆえに大東亜戦争

は勃発し、戦略能力がないゆえに大敗を喫した。そして、平成の今、

戦略能力がないゆえに、失われた十年どころか、二十年という、経

済が縮小するデフレスパイラルの非常事態にある。 

 

 本書は、私たちの父・母の雄々しき戦いの記録、すなわち、民族

の英雄物語を、多くの日本人に読んでいただき、日本人の偉大さと

強さを、後世に伝えることを目的としている。 

本書が完成するまでに多くの人のご支援ご協力がありました。次

頁にお名前を記し心より御礼を申し上げます。とくに、戦史研究会

の会員とは、この本が完成するまで苦楽をともにしました。厚く御

礼申し上げます。 

 

平成２１年１２月８日  

              「戦史研究会」代表 北岡俊明 

■戦史研究会・共同執筆者 

青 木  恒  長 谷 川 賢 二  押 田 信 昭  竹 内 勇 人  正 木  隆 

塚越幹夫 江原 裕 金井健司 小出大和 柳澤賢治  

宇野英明 黒崎 浩 辻 俊昭 

★この戦史教科書は戦史研究会の総力を結集して制作した。とくに、本
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書のビジュアル化は会員の高度な技術の成果である。 

 

■戦史研究会・協力会員 

土田朝美 斎藤広樹 河村宣行 近藤次美 宮村啓路（在ドイツ）  

宮内康行（在インド） 米岡雄一 梶 俊明 岡本尚胤 長沢栄一 

斎藤永視 松元俊夫 佐藤祥一  

 

■お世話になった先生がた 

小野田寛郎先生 

小野田町枝様 

小室直樹先生 

伊原吉之助先生(手塚山大学名誉教授) 

恩田彰先生（東洋大学名誉教授・創造学界名誉会長） 

中條高徳先生（朝日ビール名誉顧問） 

桜井邦朋先生（元神奈川大学学長） 

谷光太郎先生（大阪成蹊大学教授） 

荒木和博先生（拓殖大学教授） 

水野紘之介先生（経済評論家） 

北岡正敏先生（神奈川大学教授） 
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